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目的 

 本研究では、ストレスの緩和効果があるとされているタッチングにおいて最も効果的で

ある部位について「頚」に着目して検討する。また、タッチングにおいて疼痛やポジティ

ブ感情への変化があるかについても比較検討する。 

 

方法 

・対象者 

 首都圏にある整体院に 2021 年 10 月 1 日～11 月 31 日に来院した患者のすべてに実験へ

の参加を依頼し、承諾を得られた者とした。 

 

・施術者、実験場所 

 施術者は、首都圏内の整体院の施術スタッフ(26 歳・男性・鍼灸あん摩マッサージ指圧

師の国家資格あり・ 施術経験歴 5 年)に依頼した。また、実験場所は同整体院の一階の施

術室にて行った。 

 

・質問紙、使用尺度 

1. フェイスシート 

2. 質問紙 

① 心理的ストレス反応測定尺度(Stress Response Scale-18：以下 SRS-18) (鈴

木ら,1997) 

② 簡略版マクギル疼痛質問票(SF-MPQ) 

③ 日本語版 The Positive and Negative Affect Schedule (PANAS) (川人

ら,2011) 

④ Visual Analogue Scale (VAS) 

・現在の「リラックス度」「身体の疲労度」「ストレス度」「ポジティブ度」「気

分」を、右を快の状態、左が悪い状態として測定した。 

⑤ 自由記述 

・自由記述として、感想の記入を求めた。 

 

・実験手続き 

 実験参加の承諾が得られた対象者を A 群、B 群の 2 群にランダムに割り振り、下記の通

り実験を行った。 

【A 群】 

開始前に１回目の質問紙調査を行った。その後、対象者に仰臥位になってもらい、施術

者 は 3 分間頚へのタッチングを行った。終了後に２回目の質問紙調査を行った。その後対

象者にはさらに 3 分間、伏臥位で腰へのタッチングを行った。終了後に 3 回目の質問紙調

査を行った。  

【B 群】 

開始前に１回目の質問紙調査を行った。その後、対象者に伏臥位になってもらい 3 分間

腰へのタッチングを行った。終了後に２回目の質問紙調査を行った。その後対象者にはさ
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らに 3 分間の頚へのタッチングを仰臥位で行い、終了後に 3 回目の質問紙調査を行った。 

・分析 

 介入の有無と期間を要因とする、繰り返しのある分散分析を行った。 

また、質問紙への回答に空欄があるものは欠損値として処理した。 

 

結果と考察 

本研究の結果、施術前後の比較で、SRS-18 の「不機嫌・怒り」「無気力」、PANAS の「ポ

ジティブ」、SF-MPQ の「痛み・感覚」「痛み・総合点(感覚+感情)」「痛み・評価」は有意に

低下が認められ、VAS を用いて測定した「リラックス度」「気分」は有意な上昇が認められ

た。また、SF-MPQ の「痛み・感情」「痛み・VAS」、VAS を用いて測定した「疲労度」「ス

トレス度」「ポジティブ度」は有意差が認められなかった。さらに、頚と腰での部位による

比較は全項目において有意差は認められなかった。なお、SRS-18 の「抑うつ・不安」、PANAS

の「ネガティブ」は施術の順序による効果に有意差があったため、除外した。  

 

SRS-18 の結果と VAS を用いて測定した「ストレス度」の結果の相違は、SRS-18 を用い

て計測したストレスと体感しているストレスに差があった可能性があると推測する。また、

高田・長江(2012)によると、心理的な不安が高い人ほどタッチングが有効であり、タッチン

グをポジティブに受け入れる要因となると述べているが、今回の実験対象者は、体に痛み

や悩み、不安があり通院している患者であり、実験を行った施術者がその院に勤めている

スタッフだったことから、触られることに慣れていたことや、安心感を持っていた可能性

があると考えられる。 

 

VAS を用いて測定した「痛み」と「痛み・感情」に有意な差がみられなかった理由は、

痛みへの気づきなのではないかと推測する。施術後は VAS を用いて計測した「リラックス

度」「気分」の上昇が認められ、自由記述においても「リラックスした」「いい気分になっ

た」などという感想がみられた。しかし、一方で「痛みが軽くなった」「痛みが和らいだ」

「痛みに冷静になった」という痛みに対する記述もあり、施術後、気持ちや気分が落ち着

いている中で、痛みに対する質問への回答を 2 回(施術前を合わせると 3 回)求めているた

め、現状の体に痛みの変化に気づいた、または、気づくようになったのではないかと推測

する。しかし、感想は自由記述のためすべての対象者が回答しているわけではない。他の

対象者が痛みに気づいているかは不明である。今後身体への気づきに対する検討、さらに

サンプル数を増やしての検討が必要であると考える。 

 

 施術後は VAS を用いて測定した「リラックス度」「現在の気分」の得点は有意に上昇し

た。一方で、PANAS の「ポジティブ」と VAS を用いて測定した「ポジティブ度」ともに

有意差はなかった。その理由として、頚と腰が施術者と患者の距離が近くなる部位であっ

たことと、施術者の手の温度が関係していたのではないかと推測する。また、PANAS の問

いが難しいとの意見が対象者からあったことから、問いの意図と反して回答している可能

性もあると考えられる。今後尺度を検討し、改めて調査する必要があると考える。 
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 また、本研究においては頚の順序効果が認められたが、腰の順序効果は認められなかっ

た。これらのことは、タッチングを複数の部位に対して行う際にその順番が効果に影響す

る可能性を示唆していると考えられる。今後整体場面やタッチングにおいて、触る順番が

その効果に与える影響が明らかになることが望まれる。 

 

 本研究の実験は、男性の施術者に対して男性、女性、年齢を問わずに施術を行った。そ

のため男女差や年齢差が出た要因があった可能性もある。施術者と対象者の性別と年齢の

関連と効果が明らかになることでより多くの職にとって有益な研究になった可能性がある

と考える。 

 

 

結論 

本研究では、「頚」という部位に対するタッチングは、他の部位と異なる結果があるとは

言えなかった。しかし、施術においては「3 分間」という短い時間であっても行うことで、

気分の安定やリラックス効果があるという結果が得られた。 
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